放射線基礎医学 by 本田 昂 et al.
験 し た HIV感染 者 の 臨床 病態. 第 6 回 日 本 エ イ ズ
学会総会， 1992， 9 ， 名 古屋.
12)  棲 川 信 男， 新 谷 憲 治 : ア ン チ ト ロ ン ピ ン E 異
常 症 ( 富 山 ) の解析. 第39回 日 本臨 床 病 理 学 会 総
会 ( シ ン ポ ジ ウ ム ) ， 1992， 10， 長崎.
13)  田 沢滋樹， 早川 由 美子 ， 小池千里， 石 川 泰 一 ，
新 谷 憲 治 ， 樫 川 信 男 : へ パ リ ン に よ る 内 因 性
bFG F を 介 し た 血 管 内 皮 細 胞増殖促進作用 . 第 39
回 日 本臨床病理学会総会， 1992， 10， 長 崎 .
14) 樫 川 信 男 ， 新 谷 憲 治 ， 林 朋 博 ， 小 池 千 里 ，
辻 肇， 増 田 治史 ， 中 川 克 ， 中川雅夫 : Arg393-
His (CGT- CAT ) 置換 を 示す ア ン チ ト ロ ン ピ ン
E 異 常症 「青森 J . 第34 回 日 本臨床 血液学会総会，
1992 ， 1 1 ， 大 阪 .
15)  新 谷 憲 治 ， 小 池 千 里 ， 樫 川 信 男 ， 塩 崎 有 宏 :
8 ・ 2 グ リ コ プ ロ テ イ ン 1 の 接触相 を 介す る 凝固 ・
線 溶 活性 に 対 す る 抑制作用. 第34回 日 本臨 床 血 液
学会総会， 1992 ， 1 1 ， 大 阪 .
16)  新 谷 憲 治 ， 石 川 泰一， 田 沢滋樹， 早 川 由 美 子 ，
小 池 千 里 ， 新 保 雅 宏 ， 模 川 信 男 : 白 血 病 細 胞 株
PL-2 1 での フ ォ ル ボ ー ルエ ス テ ル と cAMP に よ る
相乗 的 プ ラ ス ミ ノ ゲ ン ・ ア ク チ ベ タ ー ・ イ ン ヒ ピ
タ ー 2 mRNA誘導作用 . 第 1 5 回 日 本 血 栓 止 血 学
会 総 会 ， 1992 ， 1 1 ， 奈 良 .
17) 増 田 冶 史 ， 辻 肇 ， 中 川 雅 夫 ， 新 谷 憲 治 ， 樫
川 信 男 : 先 天 性antithombin ill 欠損症及 び 異 常 症
の 遺 伝 子 解 析 . 第 1 5 回 日 本 分 子 生 物 学 会 年 会 ，





1 )  楼 川 信 男 : 阻害因 子 と 血管 内 皮 ア ン チ ト ロ ン ピ
ン E と プ ロ テ オ グ リ カ ン に 関す る 研究. 重 点 領 域
研 究 「血栓性 素 因 の 分 子生物学 的解析 と そ の 臨 床
応用 」 実続報告集 ( 1988 - 1990 ) ， 129- 133 ， 199 1 .  
2) 棲川信 男 : Subcommittee on Predictive Haem­
ostatic Variables in Vascular Diseases. 199 1 
年 度 国 際 血 栓 止 血 学 会 ， SSC 報 告 集 ， 1 79- 1 89 ， 
1992 . 
3 )  棲 川 信 男 樫友会 (富 山血友病患 者 「友 の 会 J )
の 一年. 平 成 3 年度HIV感染者等保健福祉 相 談 推
進 研 究 事 業 ， 1 - 1 1 ， 1992 . 











1)  放射性標識化合物の代謝並 び に 動 態 に 関 す る 研
究 一 主 と し て 腫蕩親和性 を も っ放射性薬物の 開 発
と そ の生体内動態の検索， 病 巣 部 位 の 診 断 及 び 治
療 に 関す る 基礎的研究で あ る 。 ア イ ソ ト ー プ 標 識
化合物の合成 に は じ ま り 培養細胞 に 対す る 集 積 を
検討 し さ ら に 動物体 内 に お け る 動態 を 検索 し て い
る 。
2 )  環境放射能 と 防護 に 関す る 研究 一 体 内 の 放 射 性
物 質 の 除去剤の 開 発 を 目 指す も の で， 種々 の キ レー
ト 化合物 を 中心 と し た薬物の合成 に と り く み細 胞
及び動物 レ ベ ル で の 放射性物 質 の 挙 動 に 及 ぼ す 影
響 を 研究 し て い る 。
3) 細 胞 に 対 す る 放射線障害 と 修復 に 関す る 研 究 一
培養細胞 を 用 い 放射線照射後 に 生 じ た 遺伝 子 損 傷
と 細胞生存率 の 関係 を 明 ら か に し ， そ の メ カ ニ ズ
ム を 実験 的 に 裏付 け る 研究 を 行 っ て い る 。 ま た 低
線量放射線 の 人体へ の影響 に 関 す る 疫 学 的 研 究 ，
放射線発癌 に 関す る 研究 に と り く ん で い る 。
4 )  強力磁場 の 生 体 に 及ぼす影響 に 関す る 研 究ー現
在MRIが広 く 行 わ れ て い る が 生 体 に 及 ぼ す 影 響
に つ い て は ほ と ん ど解 明 さ れ て い な い 。 強 力 磁 場
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